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システム創成学科Ｂコース（ＳＤＭコース）の 
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                                2017年 5月 15日  
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１．古田一雄先生（ＳＤＭコース・コース長）のスピーチ内容： 

 

皆さん、こんにちは。B コース長の古田と申しま

す。私からはメッセージ的な話をして、後で若い人

に詳細を話してもらいます。我々のコースは、シス

テムデザイン・アンド・マネージメントコースで

す。ここで何をやっているかということについて

お話します。 

まず、システムとは何かということです。システ

ムといっても様々なものがあります。これはデジ

タル一眼レフカメラを解体したものです。これだ

けの部品があるわけです。これが集まってこうい

う一つの製品を作るわけです。システムのひとつ

の特徴としてこういう全体と部分がある。それか

ら次の特徴として単にパーツがあるだけじゃなく

て関係性を持っているということが挙げられま

す。これは世界の民間航空路の例ですけれどもこのようにつながってお互い関係性を持っ

ている。これがもう一つのシステムの特徴です。システムとは物の見方でもあります。 

このスライドの絵は、だまし絵です。この絵を見たとき、老婆に見える人と、若い女性に

見える人の両方がいます。どちらが正しいということではなくて、システムは見方によって

いろいろな見方ができるということです。もう１つの例を紹介します。このスライドの絵は、

逆さ地図です。見慣れた東アジアの地図を逆さにして描いたものです。こうして見ると大陸

側から東アジアがどう見えるかということがわかります。大陸側から日本列島がどのよう

に見えるかということや、沖縄がいかに大切で重要な存在かということが分かりますね。 

システムデザイン・アンド・マネジメントの話に戻りますが、システムというのは作るだ
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けではなく、動かす必要があります。今までのエンジニアリングでは、『ものづくり』を中

心に考えてきました。近年では『ことづくり』も重要になっています。これには動かすとい

うことが入ってきます。マネジメントは『ことづくり』です。ものづくりと、ことづくり、

両方行わないと今の世の中ではダメだということです。この両方を行うのがシステムデザ

イン・アンド・マネジメントです。 

 

＜レジリエンスについて＞ 

我々のコースでは、複雑なシステムで対処しないといけない問題に対して、どのようにし

ぶといシステムを創るかということを学びます。この図に示した例のように、大震災やテロ

攻撃、市場暴落など想定外のことが起こることがあります。こういうことが起こったとして

も、迅速に復旧することができるシステムを作るということが重要です。従来は、防ぐこと

だけを考えていたのですけど、防ぐだけでは想定外のことが起こった時に対処できないの

で、いかに立ち直るかということを考えなければなりません。しぶとさや復旧の能力のこと

を『レジリエンス』と言います。このレジリエンスが、本コースのテーマの１つです。 

 

＜生命知について＞ 

しぶといシステム、しなやかなシステムをいかに作るかということが重要であるとお話

しました。そのようなシステムを作る方法として、生き物のやり方が大変参考になります。

例えば、粘液、脳、ゲノムなどが挙げられます。生き物がどうやって環境に適応して、うま

くしなやかに生きているか、そういうことから学んでシステムを創ることを我々のコース

では行っています。これがコースのテーマの２つめの『生命知』です。 

 

レジリエンスと生命知、この２つの大きなテーマに従って研究と教育をおこなっていま

す。皆さんのチャレンジをお待ちしております。詳しいカリキュラムの内容等はパンフレッ

トやホームページを参考にしてください。それから何か聞きたいことがあれば、遠慮なく先

生方にアクセスして聞いてください。私からのメッセージは以上です。 

 

注：Web 掲載用に編集した箇所があります。 

 

   スピーチの先頭に移動 /目次に戻る / 次のスピーチ 
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２．藤井秀樹先生のスピーチ内容： 

 

皆さん、こんばんは。システムデザイ

ンマネジメント B コース藤井です。私

はシステム創成 B コースで教員です

が、2003 年に卒業したシステム創成学

科の第１期生です。私からは SDM コ

ース（Ｂコース）が具体的にどのような

研究をしているかということについ

て、私の研究を１つの例として少し紹

介したいと思います。 

私は、都市の交通システムのシミ

ュレーションをしています。都市交

通の問題の例として、渋滞、事故、

環境、災害などがあげられます。私

は、新しい交通政策や技術によって

渋滞がどの程度緩和されるか検証

するシミュレーションなどを行っ

ています。人工知能を載せた自動車

を動かすことをシミュレーション

で行っています。数十キロ四方の道

路でこのように交通現象を再現するこ

とを行います。松山出身の人だと分か

ると思いますが、これは松山市のシミ

ュレーションです。何でこんなことを

やっているかというと、松山でこの秋

に国体が開催される予定であり、選手

やスタッフが乗るバスが開閉会式や試

合に遅れないようにするためにはどの

ように運用するか検討する必要がある

からです。 

交通シミュレーションは、先ほど古田先生が紹介してくれたように「ものづくり」と「こ

とづくり」が複雑に絡まっている問題です。ハードなインフラとしては道路、ハードな交通

手段として自動車があります。ソフトなインフラとして、例えば交通法や信号の運用方法、

情報通信、カーナビの車情報、などがあります。また、ソフトな交通手段として自動運転車

（搭載された人工知能システムによって自動で運転する車）などがあります。昔の工学では、
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ハード・インフラは土木工

学だけで研究されていまし

た。ハードな交通手段の自

動車は、自動車工学や機械

工学の分野のみで研究され

てきました。一方、ソフトな

インフラは情報工学や通信

工学で研究されてきまし

た。ソフトな交通手段であ

る自動運転車を開発するに

は、認知科学、人間が何を考

えてどういう操作をしてい

るか、人工知能などを考える必要があります。交通システムだけでも複数の工学分野がまじ

りあっているのが分かると思います。これらのことを総合的に考える、俯瞰的に物事をとら

えるということがシステム創成の考え方になります。 

例として、そういうこと

を考えないで道路を作る

と何が起きるか紹介した

いと思います。渋滞してい

る道路が１本あったとし

ます。渋滞しているのだか

ら隣にもう１本道路を作

れば、渋滞解消するよね、

ということを考えがちで

す。一時的には渋滞は解消

するのですけれど、この道

路すいているし便利だか

ら周りから新しい車が集

まってしまう。結局何ができるかというと２本の渋滞している道路ができあがるだけって

いう失敗がよくあります。狭い道路ネットワークおける知識だけでこの問題を解こうとす

ると渋滞した道路が２本できるだけなんです。人間の意思決定に関する認知科学的な知識

が不足していたんです。こういったことが交通システム以外にも起こっています。 

こういうことを解明しようとするとなかなか複雑です。交通システムは単純に鉄の箱が

動いているわけではなくて、そこには人間の意思決定が関わっているので、非常に難しいこ

とになります。理論式も 1950 年ぐらいから考えられているんですけど、詳しく表すことが

できない。定量的な予測をすることがなかなか難しい。交通システムの実験をするのもなか
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なか現実的ではないので、我々は計算機シミュレーションを用いてバーチャル社会実験を

しています。これは計算機の上で精緻な交通システムを再現して評価するというものです。 

例として私の研究テーマ

の交通シミュレーションに

ついて紹介しましたが、ほん

の一例です。システム創成学

科の B コース（SDM コー

ス）には様々な分野のシミュ

レーションの専門家が集結

しています。例えば構造力

学、流体力学、熱力学、電磁

場、量子力学などの物理系の

先生、私のように交通をやっ

ている教員、経済が専門の先

生もいます。人工知能、生体、生命などを研究対象にしている先生もいます。 

都市交通のシミュレーショ

ンというのは直接的に我々の

カリキュラムで用意している

わけではありません。たくさ

んの講義を取ってもらってそ

こから皆さんの中で構成して

もらいたいと思います。交通

シミュレーションは人間が関

わるものなので、例えば、ヒ

ューマンモデリング（人間の

モデリング）や流体力学の知

識も必要です。当然プログラ

ムを組むためにはある程度の

数学の知識も必要です。プログラミングのテクニックも学んでもらいます。またシステム化

の技術として、ここにあるようなシステム創成学・システム工学の基礎を学んだり、もちろ

ん、社会のためにこの技術がどのように役立てるとかいうことを学んだりしてもらいたい

と思います。 

最後にシステム創成をお勧めする私なりの理由を皆さんに紹介したいと思います。これ

までの工学は鉄道の旅だったと私は考えています。目的地までの線路はすでに敷かれてい

る、よーいドンで出発して誰がそこに最初にたどり着くかということで勝者が決まってい

た。そこに必要だったのは既存技術を進歩させるための工夫であって、効率性で評価をされ
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ている。これで勝ちぬく

ためには深い深い専門知

識が必要であったわけな

のですけれども、新しい

工学、現在必要とされて

いる工学っていうのは船

の旅にたとえられると思

います。つまり、どこかに

行かなきゃいけない、例

えば環境エネルギー問題

を解かなきゃいけないの

だけど、どうやって解く

かまだ分からない。どう

やって行くかわからないし、そこにたどり着けるかどうかもわからない問題っていうのは

たくさんあります。そういった問題に対処するためには、予定通りにはいかないけれども、

とりあえず船を出港させなければならない、航海をしながら進めながら予定を修正してい

くというようなことが必要なのかなともいます。何かを作り出すための工夫が必要である

し、そこには柔軟性や多様性が必要になってきます。システム創成が提供している幅広いバ

ックグラウンド知識を皆さんに学んでほしいと思います。 

 

注：Web 掲載用に編集した箇所があります。 

 

スピーチの先頭に移動 / 前のスピーチ / 目次に戻る / 次のスピーチ 
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３．小川さん（ＳＤＭコース４年生）のスピーチ内容：  

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。SDM コース（Ｂコー

ス）4 年の小川と申します。私から

は SDM コースの授業の魅力につい

てお話ししたいと思います。2 点ある

と思います。まず 1 点目なのですけ

ど、幅広く学ぶことができる点です。

2 点目がプロジェクト型授業や演習

授業で実践力が鍛えれるということ

です。まあ、この 2 点について実際

に授業ではどんなことか紹介しなが

らお話ししたいと思います。 

まず 1 点目の幅広く学ぶことがで

きるという点の中でも紹介したいの

はレジリエンスコロキウムという授

業です。これはオムニバス形式の授

業で先生方が研究テーマの紹介を中

心に講義をしてくださいます。ＳＤ

Ｍの先生には交通システム、経済シ

ステム、津波、構造などいろんなテー

マを扱っている先生方がいらっしゃ

るので、それらについてテーマにつ

いて知り、視野を広げることができ

ます。特定の分野に興味がある人も

そうでない人にとっても非常に興味深い講義だと思います。 

2 点目の演習で実践力を鍛えることができるということについてです。システム創成では

欠かせないプログラミングについてのお話をしたいと思います。皆さんの中には、この学科
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に興味はあるけれどもプログ

ラミングについてちょっと不

安があるという方はいらっし

ゃると思います。私もプログラ

ミングは未経験で進学しまし

た。プログラミング基礎という

講義で基礎から学びました。こ

の講義の最終にはマインスイ

ーパーというゲームを解くプ

ログラムを作れるまでになり

ました。 

次に、プロジェクト型授業で

私が配属されたテーマの中か

ら３つ紹介したいと思います。

２年生の動機付けプロジェク

トという授業では C 言語と可

視化技術を基礎から学びまし

た。講義は演習問題を解いてい

きプログラミングに慣れる形

式の授業です。最終的には二次

元の波動方程式を計算するプ

ログラムを C 言語で書き、可

視化することができるまでに

なりました。 

次に、３年生の講義について

です。数値流体力学による流れ

のシミュレーションを行いま

した。R-FLOW というソフト

ウェアを用いて流れのシミュ

レーションと可視化を行いま

した。この図は、流れの中に球

があった場合に、その球の後ろ

側の流れがどのようになるか

流速ベクトルで表したものです。 

最後に高校ランキングというテーマについても取り組みました。これは数値指標がどの

ように決められているかということを調べて、それが妥当なのかということを考察するも
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のです。週刊誌にある高校ラン

キングや都道府県の幸福度ラ

ンキングみたいなものが、自分

の実際の感覚とどう異なるか

ということを考えて新しい評

価指標を考えることをしまし

た。 

このプロジェクトの授業の

ようにやはり実践をするとい

うのは理解を深めるうえで大

事だと思うんですけど、SDM

では演習が多い講義だとか、プ

ロジェクト型の授業だとか、演習する機会はたくさんあるので、その点では非常に良いと個

人的には思っています。皆さんに、ぜひ SDM コースに進学していただいてこの魅力を分か

ち合っていただけたらと思います。 

 

注：Web 掲載用に編集した箇所があります。 

 

スピーチの先頭に移動 / 前のスピーチ / 目次に戻る / 次のスピーチ 
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４．村山さん（ＳＤＭコース卒、現在システム創成学専攻修士 2年） 

の動画メッセージの内容：  

進学選択ガイダンスにお越しの皆さん、こんにちは。私

の名前は村山といいます。現在システム創成学専攻修士 2

年に所属しています。学部時代は SDM コース B コース

に所属していました。 

今私はチューリッヒにいるんですけども実はここアイ

ンシュタインの出身校であるスイス・チューリッヒ工科

大学（ETH:エー・テン・ハー）というところで交換留学

を行っています。今こちらの研究室に一時的に所属して

研究を行っています。実はこれが３回目の留学です。１度

目はオーストラリアのニューサウスウェールズ大学とい

うところで半年間社会学部に所属して留学をしていまし

た。２度目は去年アメリカのシリコンバレーというとこ

ろで３ヶ月間インターンを行っていました。今回が３度

目の留学になっています。実は３回合わせて合計で１年

ちょっとぐらいを海外で過ごしているんですけれども、

学部４年間、修士２年間で１度も学年を落とすことなく

ここまで来ました。このようにシステム創成学科の魅力として、授業がフレキシブルだった

り自分のやりたいことを応援してくれる環境やそういうシステムが整っていたりすること

がとてもよかったかなというふうに思います。 

私自身は進学振り分けの時に社会学部に行こうかなとか心理学科に行こうかなとか、そ

ういうことに興味があったんですけども、数学や物理が得意だったので何とかそういうこ

とを生かして自分のやりたいことができないかなっていうふうに考えて、今のＢコースを

選びました。社会シミュレーションということを研究していて、今は人の協力関係がどうい

うメカニズムで出てくるかということに関してシミュレーションしています。 

プログラミングも初めはすごく苦手だったんですけども、一から教えてくれるので今は

そこそこできるようになりました。こんなふうに私はとても充実した学生生活を送れてい

て、しかもやりたいことを研究していてとても幸せです。皆さんも今、進学選択ガイダンス

に出席されていて進学選択で悩んでいることもたくさんあるかと思いますが、ぜひたくさ

ん考えて良い選択をしてください。そして、もしよかった

らこの SDM コースに来てください。皆さんが良い選択を

できることを願っています。どうも聞いてもらってありが

とうございました。さよならー。 

 注：Web 掲載用に編集した箇所があります。 

スピーチの先頭に移動 / 前のスピーチ / 目次に戻る  
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